
ダスキン健康保険組合
第145回組合会報告 令和5年度決算と事業報告

4,838人
296,717円

1.85%
0.925%
0.925%

第2号被保険者たる被保険者数
平 均 標 準 報 酬 月 額
保 険 料 率

事 業 主
被保険者

決算の基礎数値（年間平均）科　目 収入決算額
介護保険収入 4億976万4千円
繰 越 金 等 1億68万7千円
収入合計 5億1,045万1千円

科　目 支出決算額
介 護 納 付 金 3億7,833万円
介護保険料還付金等 18万2千円
支出合計 3億7,851万2千円

収支差引額 1億3,193万9千円

 介護保険料は40歳以上65歳未満の被保険者
から徴収されます。

　介護保険料率は前年度同様の1.85％を維持しま
した。収支差引額は1億3,193万9千円で、3,111万
7千円を繰越金とし、1億82万2千円を準備金として
積み立てます。

2024年8月7日に開催されたダスキン健康保険組合第145回組合会において、令和5年度決算および事業報告が議決・
承認されましたので、その概要をお知らせします。

　当健康保険組合の令和5年度決算の収入収支差引額は
5億776万2千円の黒字、経常収支では4,048万7千円の
黒字となりました。今後も継続が予測される納付金および
医療費の増加に対応するため、保険料率を令和４年度の
10.10％から11.03％に変更し、皆さまのご協力をいただきました結果、収入合計は、別途積立金から4億3千万円の繰り入れを
した令和4年度と比べ、8,100万円の増加となりました。納付金につきましては、前々年度に概算で支払った金額と、2年後に確定
した金額との差額調整が行われる仕組みにより、12億2,480万7千円となり、令和4年度に比べ1億7,600万円減少しましたが、
令和6年度には再び1億4,000万円の増加に転じます。決算残金は5億776万2千円で、うち1億円を別途積立金に積み立て、残りを
繰越金とします。
　急速な高齢化や医療の高度化による納付金や医療費の増大により予断を許さない状況は続いており、これらに対応するため、
健康保険組合としましても可能な限り財務改善に取り組んでまいりますので、引き続き皆さまのご協力をよろしくお願いいた
します。

7,007人
277,265円
11.03%
5.515%
5.515%

被 保 険 者 数
平均標準報酬月額
保 険 料 率

事 業 主
被保険者

決算の基礎数値（年間平均）

10億6,160万7千円
4億3,078万6千円

41万1千円
1億41万1千円

令和2年度
令和3年度
令和4年度
令和5年度

別途積立金残高の推移■健康保険

■介護保険

保険料
32億3,510万9千円
被保険者の皆さまと
事業主からお預かりする
健康保険料（賞与含む）

収入合計
37億3,606万1千円

保険給付費
17億665万5千円
本人負担を除く医療費の
7割負担や傷病手当金など
の給付金費用
［保険料収入の約53％相当］

その他支出
7,641万円

事務費・連合会費ほか

納付金
12億2,480万7千円
高齢者医療を支えるため
国へ納めます
［保険料収入の約38％相当］

保健事業費
1億9,376万7千円

各種健診や健康指導など
健康づくり事業の費用
［保険料収入の約6％相当］

支 出

支出合計
32億2,829万9千円

その他収入
711万8千円

国庫負担金収入ほか

収 入

経常外収入
4億9,383万4千円

・調整保険料
・繰越金など

経常外支出
2,666万円

・財政調整事業拠出金
・その他

●❶

●❷

4,048万7千円（❷）経常収支差引額5億776万2千円（❶）収入支出差引額
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■令和5年度 ダスキン健康保険組合が取り組んだ保健事業
令和5年度、ダスキン健康保険組合は、引き続き第２期データヘルス計画で策定した健康課題を中心に、組合員お一人お一人の
健康維持・増進のため、医療データと健診データを活用し、健康管理や疾病予防、重症化予防などの政策に取り組みました。
※�データヘルス計画は医療費データや健診情報などのデータ分析に基づいて、PDCAサイクルで効率的・効果的な保健事業を実践するものです。�
すべての健康保険組合は平成27年度からの実施を国から求められています。

※保健事業の内容は、組合会にて毎年度決定いたします。　「インフルエンザ予防接種補助」事業は平成29年度をもって終了いたしました。

事　業 対　象 対象者または予定数 実　績
特定健康診査 40〜74歳の被保険者 3,370人 3,354人
人間ドック健診 40歳以上３歳刻み（73歳まで）の被保険者 1,739人 1,568人
ファミリー健診（人間ドック健診含む） 被扶養配偶者、40歳以上の被扶養者（家族）、任意継続者 1,252人    761人
受診勧奨 健診結果で重症化リスクのある方 1,008人    696人

補
助
金
制
度

部位検診 40歳以上の加入者のうち希望者      50人      54人

がん検診（乳房・子宮） 女性被保険者・被扶養配偶者・40歳以上の被扶養者（家族）の希望者
（一部事業所実施集団婦人検診含む）    500人    298人

がん検診（大腸） 被保険者・被扶養配偶者・40歳以上の被扶養者（家族）の希望者    100人    102人

医療費通知／
ジェネリック差額通知

Webサービス「KOSMO Web」で毎月通知
「医療費通知明細書」希望者へ発行（受付2022年1月以降） 7,016人 閲覧者数:1,500件

明細発行:52件
＜ジェネリック差額通知対象＞
差額通知（3ヵ月分で500円以上の差がある方）。年1回実施 360件 320件

組合員の皆さまに、ご自身の健康状態を知っていただくための事業

組合員の皆さまに、ご自身の健康状態の改善に取り組んでいただくための事業
事　業 対　象 対象または予定数 実　績

特定保健指導 特定健診の結果、健康リスクが
高まる可能性がある方

令和4年度分対象者 775人 265人
令和5年度分対象者 798人 269人

Under40 ／
服薬者生活習慣改善プログラム

健康診断の結果、40歳未満、服薬者の
健康リスクのある方

Under40 210人   56人
服薬者保健指導 522人 172人

重症化予防プログラム
健康診断の結果、糖尿病や
心・脳血管疾患などの
健康リスクの高まる可能性のある方

糖尿病重症化予防プログラム   20人     1人
心・脳血管疾患発症予防プログラム   34人     4人
オンライン禁煙プログラム   30人     9人

前期高齢者保健指導プログラム 生活習慣病重症化リスクを有する方 前期高齢者対策（50歳〜64歳） 191人   22人

組合員の皆さまの健康増進にお役立ていただくための事業
事　業 対　象 実　績

kencom 健診結果、医療費情報チェックができ、お一人お一人に合わせたICT活用の「個人向けポータルサイト」
です。楽しく健康習慣を身に付けるための情報提供を行っています。 2,784人

家庭用常備薬の割引斡旋 組合員価格で斡旋。郵送、FAX以外にホームページから申し込み。    340人
「みんなで歩活」
ウォーキングイベント

健康増進のため、春と秋に実施。新たなランキング賞をめざしチームで楽しく競っていただきました。
2023/4/28 ～ 5/31（春）2023/11/1 ～ 11/30（秋） 1,343人

スポーツ施設 法人会員 スポーツクラブ「ルネサンス」・「chocoZAP（チョコザップ）」の法人利用案内を実施。

組合員の皆さまに、健康に関する各種情報を提供するための事業
事　業 対　象 実　績

広報誌「santé」 広報誌「健保だより（santé）」を被保険者には事業所へ、被扶養者にはご自宅に年２回送付。 被保険者と被扶養者

ホームページ・Net-IPPO ／
LINE

当健保のホームページを、インターネットを通じて公開。（スマホやタブレットでも
閲覧可能）2023年4月よりLINE（ダスキン健保de健康エール）を導入し、健保か
らのお知らせや健康情報を配信。

訪問数年間39,224件
（月平均3,268件）

健康相談 電話による24時間365日健康相談を設けています。
電話相談（複数含）
健 康：124件
こ こ ろ：  20件

コラボヘルスによる
健康経営サポート事業

事業主・労働組合と三位一体のコラボヘルスにより、健康経営推進のサポートをしました。
◦健康白書の公表

事業所の働きさんの健康推移と各種
取り組みの成果を分析し、目標値の
進捗状況やデータヘルス計画に
基づく結果を公表。組合員の皆さま
には広報誌「santé」にてお知らせ
しています。

◦�健康管理システム
　「すこやかサポート21」活用

事業主が健康診断の検査結果を
クラウドシステムで一元管理し、
事業主と当健保が共有した情報を
もとに双方で受診確認、受診勧奨
を実施しました。

◦健康経営優良法人認定
健康経営優良法人を事業主
が認定できるようサポート
しました。
＜認定事業所＞
大 規 模 法 人：  7事業所
中小規模法人：16事業所

※対象者は2023年4月、実績は2024年3月での人数。
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